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 報道によれば、２０２６年４月１２日に開催された自由民主党の大会において、現職の

陸上自衛隊員が、隊員制服を着用し、自衛隊員であることを紹介された上で、自由民

主党員の前で歌唱したとのことである。 

自衛隊法（１９５３年法律第４４号）において、その第６１条（政治的行為の制限）には、

「隊員は、政党又は政令で定める政治的目的のために、寄附金その他の利益を求め、

若しくは受領し、又は何らの方法をもつてするを問わず、これらの行為に関与し、あるい

は選挙権の行使を除くほか、政令で定める政治的行為をしてはならない。」と定められ

ている。 

この法の趣旨は、自衛隊員の政治的な中立を保持する必要があることを定めたもの

であり、「政党……のために、（政党の）行為に関与し……てはならない。」と規定したも

のである。そこから、今回の自由民主党の大会において歌唱をするという行為は、この

法の趣旨に著しく反するものと言うべきである。 

 しかもこの行為の実施にあたっては、自衛隊内部の承認を得ているとのことであるほ

か、最終的な責任者である防衛大臣が「問題は無い」と判断していることについても、あ

たかも自衛隊を自由民主党の私兵であるかのように判断していると理解されるもので

あり、非常に大きな過ちであると言わざるを得ない。 

このことから、私たち日本バプテスト連盟靖国神社問題特別委員会は、自衛隊の判

断及び自由民主党の判断に対して強く抗議をするものである。 
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